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【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5022
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となりまち　いが· こうか · かめやま

　鶏鳴の滝は甲賀市信楽町の南端を源流とする大
戸川の上流にあります。
　この滝の東方にそびえる笹ヶ岳の山頂に古い寺
の跡があります。元旦の朝になると、この寺跡の

閼
あ か

伽池から黄金の鶏が現れ新年の幸
を告げるという伝説にちなんで、鶏
鳴の滝と呼ばれています。 
　暑い日が続きます。マイナスイオ
ンいっぱいの滝
で、心と体を癒
してください。

【アクセス】
○新名神信楽 ICから約30分
○信楽高原鐵

てつどう

道信楽駅から車
　で約 20分　 
【問い合わせ】
　信楽町観光協会
　☎ 0748-82-2345

関宿の夏の風物詩
～亀山市関宿納涼花火大会～

涼やかな滝を眺めるハイキング
～鶏

けい め い

鳴の滝～

　今年で 20回目を迎える伝統
ある花火大会。スターマイン
やナイアガラの滝はもちろん、
ファイヤーミュージカル、メッ
セージ花火などオリジナリティ
豊かな花火をラインナップ。関
宿の夏の夜空を彩る色とりどり
の花火をお楽しみください。
【と　き】
　８月 20日㈯午後７時 30分～
※雨天の場合、21日㈰・27日㈯・28日㈰に順延
【ところ】　鈴鹿川河川敷
　　　　　（亀山消防本部関消防署西側グラウンド）
【アクセス】　JR関西本線関駅から徒歩約 10分
※会場付近に駐車場はありませんので、公共交通
　機関をご利用ください。
【問い合わせ】　亀山市観光協会　☎0595-97-8877
　文化部観光振興室　☎ 0595-96-1215

ライトピアおおやまだ
人権フェスティバル

子守唄から人権を学ぶいち早い復興を願って

　７月８日、ライトピアおおやまだでライトピアおお
やまだ人権フェスティバルを開きました。
　今年の人権フェスティバルは、「島原の子守唄に思い
を馳せて」と題して、長崎県人権教育研究協議会会長
で長崎県松浦市立調

つきのかわ

川中学校の教諭でもある田中良彦
さんを講師に迎え行いました。
　古くから伝わる子守唄にはさまざまな差別問題を歌
詞にしているものがあります。講演では、人権を学ぶ
ことができるいくつかの歌を紹介し、ギターを弾きな

がら子守唄を歌
い上げ、それぞ
れの解説をしま
した。
　講演は子守唄
以外にも、長崎
県の原爆の話や
水俣病の話など
さまざまな人権問
題が取り上げられ
ました。

　７月 13日、市役所応接室で、東日本大震災に係る被
災地（宮城県多賀城市）派遣職員報告会を開催しました。
市では、宮城県多賀城市山王地区公民館に、５月 24日

から６月 30 日にかけ
て、１週間ずつ６交代
で、計 12 人を派遣し、
避難所運営支援を行い
ました。
　報告会では、現地の
被災状況をはじめ、避
難所での配食や片付け
の様子、自衛隊による

炊き出しなど、派遣職員が撮影した写真をスクリーン
に映しながら、現地の様子を報告しました。
　また、それぞれの班長が避難所で体験したことなど
を発表し、今後の検討課題として、被災した人の健康
面や被災地をとりまく衛生面などの問題点を提起しま
した。
　なお、同県石巻市には 10月１日までに、２週間ずつ
10交替で、計 40人を派遣しています。

東日本大震災に係る被災地
（宮城県多賀城市）派遣職員報告会



　７月 17 日、青山
ホール前と青山公民
館周辺で、青山夏ま
つりを開催しました。
このまつりは青山夏
まつり実行委員会が
主催したもので、今
年で 27回目を迎えま
した。
　オープニングイベ

ントとして、青山太鼓保存会が和太鼓を
力強く演奏しました。「さんさ太鼓」は、
岩手県の伝統芸能として知られるさんさ
踊りをもとにして作った演目で、東日本
大震災のあと、生活の復興が優先される
被災地を応援するためにも、芸能の分野
で東北を応援したいという思いが込めら
れています。
　次に、さくら保育園の年長児 39人が、
よさこいソーランなどを力いっぱい踊り
ました。

　このほかにも、
島ヶ原カントリー
ダ ン ス や 桐 ケ 丘
ソ ー ラ ン ク ラ ブ
どっこいしょなど
全部で８グループ
が出演しました。
　会場には、フラ
ンクフルトや焼き
そば、金魚すくい
などの出店が並び、

訪れた人でにぎわっていました。
　日暮れとともに、やぐらを中心にして、盆踊りが始
まりました。青山のことを歌った「げなげな節」や「阿
保小唄」が会場に流れ、伊賀青山会のメンバーらが、
輪になって踊りを披露しました。
　午後９時からは花火が打ち上げられました。小型の
連発ものなどを中心に1,000発以上もの花火が上がり、
青山の夜空を彩りました。
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総合サービスINAX

第27回青山夏まつり
自然の恵みたっぷり

農業ふれあいまつり
　７月 18日に、伊賀市農業公園ふれあい広場で、農業
ふれあいまつりが開催されました。
　会場には、地元農畜
産物の展示即売などを
はじめとする 20 の出
店ブースや、ヨーヨー
つりやホールインワン
ゲームなどのイベント
広場が設けられました。
　市のブースでは、伊
賀産菜種油で揚げた
ドーナツを販売しました。こんがりと揚がった
ドーナツを口に入れると、香ばしい香りが口の中
に広がります。会場に広がる香りにひかれ、多
くの人が買い求めていました。伊賀産菜種油、
七
な の は な

の花は、昔ながらの焙煎・圧搾方式で伊賀産菜
種のよさがそのまま入っており、炒め物や揚げ物
などに自然なコクと香りを与えます。このブース
では、この菜種油も販売さ
れました。
　この日はあいにく
の雨でしたが、傘を
差しながらブースを
回る人や、休憩所と
して会場の中央に張
られたテントでまつ
りを楽しむ人の姿が
見られました。


